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識
字
率
向
上
月
間 

平
成
21
年
３
月
19
日
（
木
） 

ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 
 
 
 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員 

65
名 

出
席
計
算
数 

55
名
中
40
名
出
席 

出
席
率
72
・
72
％ 

前
々
回
出
席
率
92
・
86
％ 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 
「
わ
れ
ら
ひ
ま
わ
り
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ゲ
ス
ト 

派
遣
青
少
年
交
換
学
生 

候
補
生 

榊
原 

 

順
さ
ん 

順
さ
ん
の
お
母
様 

 
 

榊
原 

和
代
さ
ん 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

一
気
に
春
に
な
り
ま
し
た
ね
！ 
 

小
澤 

幸
男
・
太
田 

 
裕 

小
野 

定
男 

 
 
 
 
 
 

卓
話
を
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
。
草
野 

勝
彦 

Ｉ
Ｍ
委
員
会
報
告
致
し
ま
す
。
新
沼 

 

操 

川
畑
さ
ん
、
渡
辺
さ
ん
、
住
田
先
生
、
い
ろ

い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

岡
村 

隆
徳 

 

会
長
挨
拶 

 
 

会
長 

小
澤 

幸
男 

 

４
週
間
続
い
て
木
曜
日
は
暖
か
い
日
で
す
。

今
日
は
予
報
で
は
21
度
で
４
月
中
旬
の
気

温
の
よ
う
で
す
。
最
近
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
曲

名
を
紹
介
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
日
は
解

説
を
含
め
て
私
が
紹
介
し
ま
す
。 

例
会
前
に
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
レ
ー
ダ
ー

マ
ン
の
「
愛
の
旋
律
」
と
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の

子
守
歌
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
後
ほ
ど
食
事

中
に
は
昔
懐
か
し
い「
チ
ム
チ
ム
チ
ェ
リ
ー
」

を
弾
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
存
知
か
も
し 

れ
ま
せ
ん
が
こ
の
曲
は
１
９
６
４
年
（
昭
和

39
年
）の
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
メ

リ
ー
・
ポ
ピ
ン
ズ
」
の
中
の
歌
で
す
。
こ
の

映
画
の
中
に
は
そ
の
他「
ス
ー
パ
ー
…
」等
、

す
ば
ら
し
い
歌
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
主
演

が
ア
メ
リ
カ
映
画
初
登
場
の
ジ
ュ
リ
ー
・
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
ス
で
、
そ
の
年
の
ア
カ
デ
ミ
ー

主
演
女
優
賞
を
取
り
ま
し
た
。
ま
た
シ
ャ
ー

マ
ン
兄
弟
に
よ
る
こ
の
チ
ム
チ
ム
チ
ェ
リ
ー

も
ア
カ
デ
ミ
ー
歌
曲
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

当
時
私
は
大
学
生
で
淀
川
長
治
さ
ん
が
主
催

し
て
い
た
映
画
友
の
会
に
入
っ
て
お
り
、
年

間
２
０
０
本
以
上
見
て
い
た
頃
の
映
画
で
す
。

懐
か
し
く
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
。 

そ
し
て
最
後
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ラ
ブ
シ

ャ
ッ
フ
ル
」
の
挿
入
歌
「
胸
い
っ
ぱ
い
の
愛
」

で
す
。
食
事
中
も
ピ
ア
ノ
演
奏
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。 

 

  

派
遣
青
少
年
交
換 

学
生
候
補
生 

挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

榊
原 

 

順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
こ
ん
に
ち
は
。
愛 

知
淑
徳
高
校
１
年
の 

榊
原 

順
で
す
。（
４
月
か
ら
は
２
年
生
に
な

り
ま
す
が
）私
は
今
年
の
８
月
か
ら
１
年
間
、

第
２
７
６
０
地
区
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
青
少
年

交
換
委
員
会
の
交
換
学
生
と
し
て
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
に
留
学
す
る
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
私
の
留
学
に
際
し
て
、
こ
の
大
須
Ｒ

Ｃ
の
推
薦
を
い
た
だ
い
て
行
け
る
事
を
本
当

に
光
栄
に
思
い
ま
す
し
、
こ
こ
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
様
の
お
陰
で
も
あ

る
事
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

派
遣
時
期
ま
で
も
う
５
ヶ
月
を
き
っ
て
、

忙
し
く
な
っ
て
き
た
事
も
多
く
、
不
安
な
面

も
あ
り
ま
す
が
、
小
さ
な
国
際
親
善
大
使
と

し
て
、
そ
の
名
に
恥
じ
ぬ
様
に
精
一
杯
や
っ

て
き
ま
す
の
で
、
応
援
の
方
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

今
日
は
こ
の
例
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
け
る

事
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
、
本
当
に
あ 

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

Ｒ
財
団
恒
久
基
金
ベ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー
表
彰 

小
澤 

幸
男 

内
藤 

明
会
長 

エ
レ
ク
ト
よ
り
、

表
彰
状
と
記
念
の

ピ
ン
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。 

 

  

   

♪ 
 

今
日
の
音
楽 

愛
の
旋
律 

／ 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
子
守
歌
／ 

チ
ム
チ
ム
チ
ェ
リ
ー 

／ 

胸
い
っ
ぱ
い
の
愛 

 

ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
つ
い
て
」 

次
年
度 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

 
  

草
野 

勝
彦 

「
Ｉ
Ｍ
に
つ
い
て
」 

 
 

Ｉ
Ｍ
実
行
委
員
長 

新
沼 

 

操 

西
名
古
屋
分
区
次
年
度
Ｉ
Ｍ
開
催
実
行
委

員
長
を
担
当
し
ま
す
新
沼
で
す
。
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

Ｉ
Ｍ
大
会
の
意
義
に
つ
い
て
ご
説
明
致
し

ま
す
と
、
Ｉ
Ｍ
す
な
わ
ち
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ

ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
都
市
計
画
連
合
会
）
ま

た
別
に
地
区
協
議
会
が
あ
り
ま
す
。
地
区
協

議
会
は
新
年
度
の
始
ま
る
前
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
Ｉ
Ｍ
は
新
年
度
に
入
っ
て
か
ら
、
各
ク

ラ
ブ
が
其
の
年
度
の
経
験
を
持
ち
よ
り
情
報

を
交
換
す
る
所
に
大
会
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

又
、
一
般
討
論
会
で
も
あ
り
ま
す
が
、
決
議

は
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

草
野
勝
彦
次
年
度
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
よ
り
説

明
の
通
り
、
Ｉ
Ｍ
大
会
は
当
ク
ラ
ブ
が
西
名

古
屋
分
12
ク
ラ
ブ
す
な
わ
ち
12
年
に
一
度

の
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
、
行
う
事
に
な

り
ま
す
。
Ｉ
Ｍ
委
員
会
は
こ
の
２
月
初
め
に

立
ち
上
げ
活
動
に
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

概
略
を
お
話
し
ま
す
が
全
て
が
決
ま
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、現
在
で
の
報
告
と
な
り
ま
す
。

こ
の
Ｉ
Ｍ
大
会
は
、
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
選
出
ク

ラ
ブ
と
し
て
の
大
会
と
な
り
、
ク
ラ
ブ
全
員

参
加
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

ほ
ど
、
お
願
い
致
し
ま
す
。 

◆ 

大
会
開
催 

２
０
１
０
年
２
月
18
日
（
木
） 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

３
Ｆ
「
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
間
」 

第
一
部 

15
時
00
分 

登
録
受
付
開
始  

16
時
00
分 

式
典
開
会 

 
  

第
二
部 

18
時
30
分 

懇
親
会
開
会 

  

20
時
00
分 

終
了
予
定 

 
  

◆ 

大
会
組
織 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

 
 
 
 

草
野 

勝
彦 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
幹
事 

 
 

川
畑 

博
敬 

鬼
頭 

茂
成 

Ｉ
Ｍ
実
行
委
員
長 

 
 
 

新
沼 

 

操 

Ｉ
Ｍ
副
実
行
委
員
長 

 
 

田
崎 

雅
三 

岡
村 

隆
德
・
照
井 

 

栞 

前
田 

隆
久
・
浅
井 

隆
宣 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

 
 
 
 

尾
上 

 

昇 

浅
野 

 

彰
・
横
内 

 

恭 

第1207 回例会 
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◆ 
大
会
予
算
（
案
） ９

，
７
０
０
，
０
０
０
円 

◆ 

大
会
の
主
旨 

 

Ｉ
Ｍ
大
会
の
主
な
考
え
方
進
め
方
を
お
話

し
致
し
ま
す
。
基
本
的
な
事
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
相
手
様
の
事 

と
か
取
り
込
む
資
料
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

１
．
次
年
度
Ｒ
Ｉ
会
長
テ
ー
マ
は
「
ロ
ー
タ

リ
ー
の
未
来
は
あ
な
た
の
手
に
」
其
の
中

重
点
分
野
６
項
の
中
よ
り
「
水
と
衛
生
設

備
」
の
中
か
ら
水
を
今
回
の
Ｉ
Ｍ
大
会
の

テ
ー
マ
に
致
し
ま
し
た
。 

２
．
今
回
の
Ｉ
Ｍ
大
会
は
従
来
の
様
な
内
容

と
せ
ず
大
会
時
間
を
有
効
に
活
用
す
る
。

（
形
式
的
な
セ
レ
モ
ニ
ー
は
行
わ
な
い
） 

３
．
来
年
10
月
に
名
古
屋
で｢

生
物
多
様
性

条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
利

用
し
ど
な
た
か
に
「
水
と
生
物
多
様
性
に

つ
い
て
」
講
演
を
行
っ
て
も
ら
う 

４
．
元
国
際
親
善
奨
学
生
松
尾
葉
子
さ
ん
に

よ
る
交
響
楽
団
演
奏
「
水
」
を
行
っ
て
も

ら
う
。 

５
．「
水
・
水
・
水
」
映
像
放
送
画
面
と
音
で

水
の
必
要
性
を
訴
え
る 

６
．
ロ
ー
タ
リ
ー
１
０
０
周
年
を
迎
え
ロ
ー

タ
リ
ー
財
団
が
今
計
画
中
の
「
未
来
の
ゆ

め
計
画
」グ
ロ
ー
バ
ル
資
金
を
紹
介
す
る
。 

７
．
重
点
分
野
で
あ
る
「
水
と
衛
生
設
備
」 
 

 

に
基
づ
い
た
そ
の
資
金
と
奉
仕
活
動
を
組

み
合
わ
せ
れ
ば
大
き
な
奉
仕
活
動
に
な
る
事

を
西
名
古
屋 

分
区
の
各
ク 

ラ
ブ
と
共
に 

取
り
組
み
合 

同
で
の
奉
仕 

活
動
の
呼
び 

掛
け
を
行
い
た
い
。 

以
上
の
内
容
を
う
ま
く
組
合
せ
、
感
動
の

有
る
Ｉ
Ｍ
大
会
を
計
画
致
し
て
お
り
ま
す
。 

12
年
に
一
度
来
た
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
選
出
、
Ｉ

Ｍ
大
会
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
、
皆
様
の

ご
協
力
を
節
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

ラ
ウ
ラ
さ
ん
お
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー 

 

３
月
12
日
（
木
）
ド
イ
ツ
料
理
「
ツ
ァ
・

デ
ィ
ー
レ
」（
瑞
穂
区
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
方
々 

 
 

を
中
心
に
、

総
勢
24

名
で
お 

祝
い
し 

ま
し
た
。 

                    

４
月
２
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

  

広
報
委
員
会 

杉
本 

英
夫 

・ 

木
村 

光
徳 

加
藤
巳
千
彦 

・ 

佐
々
木 

功 

                                

 

               

                      

                                      
日本のロータリアンみなさま 

今日、無事に卒業論文の口頭試問が終了しました！イタリアは卒論を提出したあと、口頭試問があって、点数が付き、それで
卒業なのです。無事に卒業できました！アフリカで行った実習を元に、何せイタリア語で卒論ですから「日記」みたいになってしま
ったのですが、教授たちはとても興味深く思ってくれたようで、もしかすると、雑誌か何かに記事にしてもらえるかもしれません。このま
ますぐにフェローシップで勉強にいけないのが残念ですが、また近いうちにフェローシップに挑戦できるよう、今後何らかの現場で
の経験が積めたらと思っています。とりあえず、無事に卒業のご報告です！イタリア語ですけれど、卒論も添付いたします。 
4月にはセネガルでホストファミリーをしてくれた、お父さんがロータリアンのマヌー一家が数日間ボロ 
ーニャに来てくれます！マヌー1人ならまだしも、奥さまも子どもたち2人も来てくれるなんてとても感激で 
す。そして来週の金曜日からは一週間、私の母が大須からきます 笑 ボローニャに来て2年半経つ 
のにまだきてもらったことがないので、母を招待できて嬉しく思っているところです。 
もしかすると4月の下旬に日本に行けるかも知れないので、もし名古屋にも行けて、大須のクラブの 
例会があるときであれば、奨学生としてこなすことのひとつである「報告」をいたしたいと思います。 
（東京で以前働いていた園が4月25日に10周年の記念祭をするのですが、それに園長先生が招待 
してくださるようなのです・・・ ） というわけで、とりあえず、卒業のご報告です！ 
アフリカにポリオワクチン接種、日本から行けそうですか？私はこちらでロータリーの方に戴いたお 
金を持って、次に買う飛行機のチケットはジンバブエと決めています。大学の先生たちも寄付をくれる 
といっています。ボローニャ北のロータリークラブは現在もダカール郊外の田舎の乳児院の援助に 

向けて計画中。嬉しい限りです。 
アフリカ、遠いですがぜひ日本からも長い目で、アフリカのロータリー 

                 の人たちとロータリーの和をつなげてください 笑 

奨学生と決まった時から、今まで、そしてこれからも、 
支えてくださりどうもありがとうございます！！！！      

E-mail from   

ITALY 澤屋 奈津子 ０９．３．７ 

（レポートをご覧になりたい方は、 

事務局まで）


